
【試合結果】
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審判 主審 副審

【ボックススコア】

No. 出場 得点 ３P ２P FT R F No. 出場 得点 ３P ２P FT R F

4 × 12 2 3 0 4 4 4 × 0 0 0 0 2 1

5 ／ 0 0 0 0 0 0 5 × 11 0 5 1 2 1

6 × 5 0 2 1 5 0 6 × 8 0 3 2 2 0

7 ／ 0 0 0 0 0 0 7 × 12 1 4 1 4 1

8 ／ 1 0 0 1 1 0 8 ／ 7 1 2 0 1 1

9 DNP 9 ／ 0 0 0 0 0 0

10 × 0 0 0 0 2 4 10 ／ 1 0 0 1 0 0

11 × 13 1 3 4 6 1 11 ／ 2 0 1 0 3 2

12 ／ 0 0 0 0 0 0 19 ／ 0 0 0 0 0 0

13 × 6 0 3 0 1 1 13 × 22 0 10 2 8 0

14 ／ 0 0 0 0 0 1 14 ／ 18 1 7 1 5 0

15 ／ 2 0 1 0 0 0 15 ／ 6 0 3 0 1 0

16 ／ 0 0 0 0 0 0 16 ／ 4 0 2 0 0 0

17 ／ 0 0 0 0 0 0 17 ／ 0 0 0 0 1 0

18 ／ 0 0 0 0 0 1 18 ／ 8 0 3 2 1 0

HC HC

39 3 12 6 19 12 99 3 40 10 30 6

出場　　×：スターター　　　　　　／：途中出場　　　　　　　DNP：出場なし

得点　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー

【戦　評】
向陵＃４、６、１０、１１、１３　八王子第一＃４、５、６、７、１３でティップオフ
１Q：八王子第一＃１３のゴール下シュートで口火を切る。なおも高さのある＃１３のシュートや＃６のジャンプシュートきまり開始
早々０-６とリードする。対する向陵は＃１１の個人技で応戦。３Pや巧みなステップインからのシュートで５-８とする。その後も互い
にシュートを決め合い、残り２分で１１-１４。終盤、＃１４のバスケットカウント、＃７の３P、＃１３のレイアップと立て続けにシュート
を決めた八王子第一がリードを広げ１４-２２で終える。
２Q：八王子第一のディフェンスが厳しくなり、向陵はオフェンスのリズムがつかめない。その間に、効果的なボールムーブと正確
なシュートで八王子第一がリードを広げる。向陵のミスから、八王子第一＃５、１３の速攻がきまり、１６-３０となったところで向陵
がタイムアウト。その後、さらにディフェンスのプレッシャーを強める八王子第一に対して打開策を見出せない向陵。自分たちのリ
ズムで、正確にシュートを決めきった八王子第一が２９-５０と大きくリードを広げて前半終了。
３Q：前半に引き続き、八王子第一のシュートが正確に決まる。反撃したい向陵だが、八王子第一＃１３の高さが気になるのか、
シュートが微妙にずれる。残り２分３０秒、八王子第一＃１３の連続ゴール下シュート、＃１４の３Pがきまり、３１-６１と３０点差とな
る。なおも攻撃の手をとめない八王子第一は、最後まで走りきり、３１-６７とセーフティーリードを保ったまま最終ピリオドに突入。
４Q：両チームとも多くのメンバーを入れ替えてスタート。それでもディフェンスの質が落ちない八王子第一。チーム力の高さを垣間
見せる。立て続けに２本のシュートを決めて４０点差にする。交代でコートに立つ選手一人ひとりがディフェンスで躍動し、緊張感
の薄れない八王子第一に対し、やや集中を欠いたミスが目立つ向陵。残り４分、八王子第一＃８の３Pがきまり、８１-３１と５０点
差に。その後も、堅守速攻を徹底した八王子第一が９９-３９で勝利した。
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